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道産広葉樹ダケカンバ利用による野球バット国産化がもたらす森林資源の循環

利用 

 
１ 代表部局・研究統括者 

北海道大学工学研究院・加藤博之 
 

２ 研究目的（３行以内で簡潔に記載） 

 北海道に資源量の多い広葉樹のダケカンバで硬式野球バットを作製し、

普及活動を行う。昨年度のロバスト計画を継続して強度データを集積し、

実効的な経済効果を目指して、林業、産業、野球団体と折衝を行う。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  ダケカンバ製バットの製材から商品サンプル加工までを担当する。

商品バットの強度テストと製造・使用ガイドラインを策定する。 
（北海道大学工学研究院 加藤博之） 

 

② ダケカンバ原木の伐採を担当する。ダケカンバの植生・資源量の

調査、特に小径木の有効利用について検討する。 
（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 吉田俊也） 

    

４ 今年度の目標 

 ダケカンバの強度データを実験およびフィールドテストから収集し、

とりまとめて消費者安全性を確かとするための製造と使用のガイドライ

ンを作成する。これにより、懸案の日本野球機構による認可を得る。 

 

５ 期待される効果・貢献 

 広葉樹の経済化により針葉樹とバランスのとれた人工林の形成による

林業の持続的経済化と里山再生による社会還元を図る。アオダモ育成計

画と協調して国産野球バット材料の安定供給を確保する。 



道産広葉樹ダケカンバ利用による野球バット国産化がもたらす森林資源の循環利用

～北海道産広葉樹ダケカンバで野球バットを商品化～

〇資源調査
北大天塩研究林の天然資源
小径木の活用（北大研究林・吉田教授）
〇商品評価
バット木材の細胞学的破壊力学（北大工・加藤准教授）
少年野球・学生野球・社会人リーグで徹底的フィールド
テスト
〇マニフェストの作成
バットの性能の評価・安全性の検査

〇商品競争力
アマチュア球界での普及（低価格）
純国産でウッドショックに対応
硬すぎず、柔らかすぎず
アオダモ（柔）＜ダケカンバ＜メイプル（硬）

〇北大ブランド商品化
〇北海道の林業と製材業の復興

〇広葉樹の植林－里山再生による生物の循環

〇北米市場開拓とメジャーリーグ進出
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